
金
湾
古
館
志
巻

叶

か
。
但
し
安
居
観
音

E
強
み
採
り
、
卯
灰
山
王
の
本
地
仰
と
な
し
た

り
と
い
ふ
は
過
聞
な
る
べ
し
。
共
の
貨
は
石
油
山
王
の
本
地
観
音
を

ば
借
り
請
け
、
観
音
堂
を
浩
立
せ
し
も
の
也
。
共
の
所
抑
制
は
、
今
石

前
田
源
抽
出
老
の
体
設
陀
は
、
越
中
安
居
税
音
と
同

一
体
忙
て
往
昔

盗
賊
安
居
観
音
を
盗
み
来
り
、
卯
反
山
主
の
本
地
仰
と
な
し
た
り
。

共
頃
安
居
の
佐
品
川
と
卯
反
山
の
坊
主
と
mw倫
陀
及
び
た
る
を
、
篠
即

出
初
の
裁
判
陀
て
怒
沼
す
と
あ
り
。

h
M

も
ふ
に
附
山
一
州
出
品
代
崎
町
難
云

々
と
減
せ
た
る
は
.
右
安
居
観
音

E
絡
み
山
県
り
し
時
の
事
な
ら
ん

和
国
長
谷
鋭
菅
之
末
木
を
以
て
被
v
作
け
る
に
依
て
、
長
谷
観
音
と
粉

す
。
本
傘
由
来
之
縁
起
、
{
古
座
之
地
所

々
替
儀
等
・
閉
山
耐
山
町
民
代
盗

難
之
刻
紛
失
‘
委
細
不
ν
知。

と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
中
村
氏
筆
記
K
.

O
長
谷
観
音
来
歴

延
賢
二
年
の
由
来
設
に
.
本
命
十

一
面
観
音
は
行
器
控
回
一
隆
之
作
、
大

の
初
小
立
野
尻
谷
坂
の
上
に
あ
る
を
、
出
品
長
六
年
端
能
公
新
総
所
と

し
て
、
今
の
卯
辰
の
山
地
主
川
仰
は
り
.
観
音
堂
笠
び
山
王
枇
再
興
危

り
。
共
の
後
元
利
二
年
夫
徳
世
相
よ
り
観
音
盤
舵
般
を
加
へ
さ
せ
ら

る。

M
m
る
に
銀
出
回
九
年
の
火

K
銚
く
焦
土
と
た
る
。
今
の
路
立
は
皆

共
の
後
の
将
位
た
り
と
ぞ
。

石
浦
村
之
位
人
奥
三
兵
衛
宗
右
術
門
以
福岡
伎
一
彼
御
幼
へ
利
回
巾

侠
へ
ば
、
何
時
成
北
ハ
は
せ
陀
御
堂
立
候
は
ピ
、
担
ハ
G

呉
儀
-
御
削
叫
脅
か
へ

し
可
v
巾
と
‘
災
時
は
あ
ん
ぜ
ん
坊
被
ν
仰
、
共
ぷ
ん
陀
仕
預
け
世
小
紋

言
。
又
此
礁
問叫
主

?

め

を

い

た

し

、
長
谷
陀
御
山
止
を
立
・
彼

御
坊
へ
迎
侠
へ
ば
、
何
か
と
被
ν
仰
御
か
へ
し
な
く
、

七
村
の
氏
子
共

迷
惑
巾
候
云
々
。

七

此
近
年
か
の
と
の
う
し
の
年
、
河
北
郡
之
内
卯
炭
山
へ
御
初
音
御
引

被
v
成
山
.
七
村
の
氏
子
共
承
及
び
柏
崎
入
‘
民
長
七
年
三
月
卜

一
日

K

八
日
御
観
音
御
か
り
被
v
成
、
共
時
は
せ
に
御
堂
を
立
候
て

、
御
観
音

を
は
せ
へ
か
へ

し
可
ν
申
と
仰
せ
ら
れ
、
御
か
り
被
v
成
、
共
後
木
の
新

保
村
の
内
K
御
観
音
御
座
友
さ
れ
、
又
共
後
出
抑制殿
町
医
御
臨
候
。

中
一
飢
引
中
時
、
御
鋭
脅
を
山
中
へ
の
け
候
へ
ば
.
敵
御
堂

E
m銚

ひ
‘
共
後
氏
子
止
ハ
山
中
よ
り
も
り
下
し
‘
居
中
酷
陀
据
也
市
出
.
三
年
過

て
み
づ
の
え
む
ま
の
年
.
ふ
ど
う
坊
石
稲
村
へ
御
出
候
て

、
=一月
廿

浦
榊
祉
に
似

tm
せ
る
.山
院
長
十
一

年
八
月
廿

日

石
浦
七
ク
村
氏
子

辿
判
訴
献
花
如
v
左
紋
せ
た
り
。

は
せ
の
仰
観
音
は
‘
背
よ
り
此
石
油
・じ
村
の
守
り
仰
と
巾
邪
は
.
問

中
M
m
然
尖
か
く
れ
無
ν
之。

M
m
鹿
か
の
え
た
つ
の
年
三
月
九
日
花
、
閣
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